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   Generally speaking, the outcome of cancer chemotherapy for urologic malignancies is poor. 
This poor response is attributed to the weak sensitivity to anti-cancer agents, represented by renal 
cell cancer, and the advanced age of most patients to tolerate the toxicities of the drugs, as is 
experienced in prostate cancer patients, which leads to insufficient therapy. 

   Biochemical modulation was initially used to refer to the enhancement of the effect of 5-FU 
by modulating its pharmacological action by the addition of other drugs. The concept was expand-
ed to the enhancement of the effect of the chemotherapeutic agents, potentiating the pharmacolog-
ical action and/or reducing the toxicity, by means of any drug or biological modality. 

   This preface is for the following 7 articles which were based on the presentations at the Sym-

posium of 42th Annual Meeting of Central Section of Japanese Urological Association in 1992, 
entitled as "Biochemical modulation of chemotherapy of urologic malignancies" 

                                               (Acta Urol. Jpn. 39: 1195-1196, 1993) 

Key words: Biochemical modulation, Chemotherapy, Urologic cancer

進行性泌尿器科癌は,組 織によって化学療法の効果

はさまざまである.従 って,化 学療法への依存度や施

行される頻度も大いに異なる,精 巣腫瘍のように全固

形腫瘍の中でも特筆されるべき効果を持つものから,

腎細胞癌のように抗癌剤の効果は低 く,ほ とんど施行

されないものまで種々である.感 受性 の低 さととも

に,担 癌患者が高齢で薬剤への耐性が低く充分な化学

療法の施行できない前立腺癌のような場合もある.そ

して有効性の低い癌腫はもちろん,比 較的良い,た と

えぽ精巣腫蕩においてすら,副 作用の軽減や白金製剤

耐性腫瘍に対する治療法など,ま だまだ改良すべき点

は多い(斑9.1).

抗癌剤や非抗癌剤などを併用して効果増強を図る,

あるいは副作用の軽減を図る試みはそれほど新 しいこ

とではない(1960年 代から盛んになった多剤併用化学

療法はその原形 といえよう).個 々の薬剤の作用機作

も明らかとな り,代 謝や体内動態を生化学的に修飾す

る(modulate)こ とに よってtargetと す る抗癌剤

(effector)の 効 果 を増 強(な い しは 副f乍用 を減 弱)す

る試 み,す なわ ちbiochemicalmodulation(以 下

BCMと 略称)の 概 念 が 普 及 しは じめ た のは,1970年

代 に な っ てか らで あ る.弗 化 ピ リ ミジ ン(と くに5-

FU)と1eucovorinあ るい はmethotrexateと の 併
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Fig. 1. Effectiveness of anticancer-chemotherapy 

       in various urologic malignancies.
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Tablel,
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Definltionandhistoricalbackground

ofbiochemicalmodulation

*抗 癌剤(Effector)に 対 して他 の薬剤(Modulator)の

生化学的作用 によ り効果の増強 を図る(ま たは副作 用の

軽減)

*1960年 代 多 剤 併 用 療 法 の 開 発 →"metabolicmodula-

tion"

1970年 代 フ ッ化 ピ リ ミジ ンの作 用 ・代 謝 過 程 の 究 明

→5-FUとLeucovorin
,MTXの 併 用 効 果 に

関 す る検 討

"biochemicalmodu亘ation"

1980年 代 抗 癌 剤 耐 性 獲 得 機 構 の 解 明→ 克服 の試 み

副 作 用 軽 減 も含 め 広 義 のB.G.M,

Table2.Examplesofbiochemicalmodulation

(quotedfromTsukagoshiS=JpnJ
CancerChemotherl9;941,1992)

Lledulator

用による効果増強が検討 され,こ れは現在にいたるま

で脈々と続いている(Tablel).し か しもともと5-

FUの 効果増強に使われたBCMの 概 念も近年 はし

だいに広 く用いられるようになり,お よそTable2

のよ うなものがあげられているD(Table2)。

第42回 日本泌尿器科学会中部総会におけるシンポジ

ウムでは,進 行癌の化学療法において,広 義な意味で

のBCMと して今泌尿器科でどのような研究がされて

いるか,7編 の論文によってその現況,今 後の臨床応

用への展望あるいは課題など,ご 理解いただければ幸

甚である.

瀬川昭夫教授のご好意と,当 日ご講演いただき論文

にまとめていただいた7人 のシソポジス トの ご協力

に,敬 意をこめて深 く謝意を表するものである.

EffeCtor

MTX

5-FU

Tegafur

AraC

MMC

ADM

CDDP

Leucovorin,Thymidine,L-asparaglnase

MTX,LV,Pyrimidines,A蛆opurinol

Urac皿

Thymidine,MTX

GIutahione,BLM

Ccpharanthin,Ca-cbannelblockcrs,Co一 Ω 夏o

Sodiumthiosurfate
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